
原子力をめぐる
リスクコミュニケーションの諸相
～いくつかの事例から～

東京電機大学　寿楽　浩太

juraku@mail.dendai.ac.jp
2013年7月4日

科学コミュニケーション勉強会関東支部勉強会

1

mailto:juraku@mail.dendai.ac.jp
mailto:juraku@mail.dendai.ac.jp


自己紹介
専門は科学技術社会学、エネルギー技術社会論、工学系学生の社会リテ
ラシー教育

エネルギー施設立地の社会的意思決定プロセスの研究

工学系学生向け社会リテラシー教育プログラムの開発研究 

2003.3　東京大学文学部行動文化学科社会学専修課程卒業

指導教員：松本三和夫先生

2003.4～2008.3　東京大学大学院学際情報学府修士課程・博士課程

指導教員：佐倉統先生、副指導教員：松本三和夫先生

2011.6　博士（学際情報学）
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自己紹介
2008.4～2012.3　東京大学大学院工学系研究科原子力国際専
攻　特任助教

グローバルCOEプログラム「世界を先導する原子力教育研
究イニシアチブ」にて「原子力社会論」教育研究に従事

この間、米カリフォルニア大学バークレー校客員研究員
（2010.5～2011.8）

2012.4～　東京電機大学　人間科学系列　助教

「失敗学」「技術者倫理」の両科目を担当
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自己紹介

科学技術社会論学会　会員（編集委員会委員）

科学社会学会　会員（事務局幹事）

日本社会学会　会員

日本原子力学会　会員（社会環境部会運営委員）

Society for Social Studies of Science (4S) Member
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自己紹介
2013.5～　文部科学省　科学技術・学術審議会　研
究計画・評価分科会　安全・安心科学技術及び社会
連携委員会　リスクコミュニケーションの推進方策
に関する検討作業部会　委員

2013.5～　経済産業省　総合資源エネルギー調査会　
電気事業分科会　原子力部会　放射性廃棄物小委員
会　委員
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今日お話ししたいこと

（自己紹介）

「善意」が生む「情報統制志向」

「統治者視点」と「当事者視点」の相克

「社会とのコンセンサスとしてのALARA」

「リスクコミュニケーション」とは何か？
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「善意」が生む「情報統制志向」
（資料２参照）
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「統治者視点」と「当事者視点」の相克
（資料３参照）
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「社会とのコンセンサス
としてのALARA」
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原子力工学専門家の最近の発言から…

リスク管理における「権限委譲」については、実は
すでに原子力工学専門家からも問いかけが現れてい
る

原子力学会の「学会事故調」中間報告書における山
口彰氏（阪大教授）の問いかけを見てみたい
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引用元：日本原子力学会「「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」中間報告」2013年3月27日
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引用元：日本原子力学会「「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」中間報告」2013年3月27日
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引用元：日本原子力学会「「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」中間報告」2013年3月27日
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「リスクコミュニケーション」
とは何か？
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「リスクコミュニケーション」とは…

下記の定義（発表者私案）について、皆さんはどう思われるだろ
うか？

「私たちの社会にとって妥当かつ正統性のある適切なリスク管理
を実現していくために、様々なリスクに関する情報を広く社会に
おいて伝達・共有しつつ、リスクに対する対処の原則や基準につ
いての社会的な合意あるいは共通了解を見いだして市民が求める
価値をリスク管理に反映し、関係するステークホルダーがそれら
に基づいて具体的な対処方法を共創し、各々の責任を積極的に果
たしていくこと」
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